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医療法人社団三喜会
さんき か い

 横 浜 新 緑 総 合 病 院  
よ こ は ま し ん み ど り そ う ご う び ょ う い ん

 

〒 ２ ２ ６ － ０ ０ ２ ５  横 浜 市 緑 区 十 日 市 場 町 １ ７ ２ ６ － ７ 

T E L .  0 4 5 - 9 8 4 - 2 4 0 0 （ 代 表 ）  F A X .  0 4 5 - 9 8 3 - 4 2 7 1 

地 域 医 療 連 携 室  T E L . 0 4 5 - 9 8 4 - 6 2 1 6 （ 直 通 ） 

確かな医療技術 

やさしい対応 

地域への貢献 

病院の理念 

新 緑 ニ ュ ー ス 
し ん みどり 

 新 院 長 就 任 挨 拶    向 井  惠 一  

 4年前に副院長として入職し、病院の運営に関わってきましたが、3月末で退任された小田瑞彦前 
院長の後任として4月1日より院長を拝命いたしました。 当院は従来より、地域の急性期病院として
患者様を受け入れてきましたが、今後も超高齢社会を支える地域の急性期病院としての役割を果た
していきたいと思います。 

 当院には以前から、脳卒中後や運動器の術後のリハビリを行う回復期病棟がありましたが、昨年 
から地域包括ケア病棟を開設しました。高齢の患者様などで、急性期の状態を脱して病状が落ち着
いても、日常の活動能力が回復せず退院が困難な方が沢山いらっしゃいます。このような方のリハビリや退院の調整を行うため
の病棟です。地域包括ケア病棟を利用することにより、急性期の病棟をより効率的に運用できるようになり、より円滑に急病
の患者様に対応できるようになります。 

 今後も良質な医療を迅速に提供することを目指しております。そのために医療機器の更新や新規導入を
予定しており、検査待ちの期間の短縮を図っていきたいと思います。高齢の患者様は様々な病気を抱えて
いることが多く、病気の治療には色々な診療科の連携が必要になってきます。各科の連携が取りやすい中
規模病院の特徴を生かして、迅速な検査・治療を行っていきたいと考えております。 

 今後高齢化がますます進行する上に財政難もあり、医療情勢は厳しくなってきておりますが、皆様の健康を守るために努力を
していきたいと思いますので、宜しくお願い申し上げます。 

４月入職常勤医師のご紹介  

外科・消化器科  
  
 佐々木 一憲  （ささき かずのり）  
 資格︓  
  日本外科学会専門医  
 日本消化器外科学会専門医  
 消化器がん外科治療認定医 
 日本がん治療認定医機構がん治療認定医 

脳神経外科   
 
  野崎 俊樹 （のざき としき） 
資格︓ 日本脳神経外科学会専門医 
  迷走神経刺激療法（VNS）資格認定医            

 ※ ご挨拶と写真は５月号に掲載します。 

外科・消化器科  
  
  宮島 綾子  （みやじま あやこ）  

 緑区地域連携勉強会は、リハビリテーション部が中心になり横浜市緑区での「顔の見える
連携」を図ることを目的に平成25年より当院で開催しております。  

 3月24日に第9回緑区地域連携勉強会を「当院の地域包括ケア病棟について」のテーマ
で行いました。 

 ケアマネージャー、病院・施設の相談員、リハビリテーション部門の方々など36名が参加されました。地域包括ケア病棟に 
ついて自宅に退院した症例を交えて病棟担当者が説明し、活発な質疑応答・意見交換が行われました。 

 緑区地域連携勉強会開催   



   当院の詳細はホームページをご覧ください  http://www.shinmidori.com/   ＱＲコード→ 

平成２９年４月１５日 （土）講師 横浜新緑総合病院  脳神経センター長  岸 博久 
   「認知症」  ～ 物忘れ 気になる人集まれ︕ ～ 

会場 十日市場地区センター  ２階中会議室 （十日市場駅より徒歩５分） 時間  午後１時３０分～２時３０分  
お問合せ   地域医療連携室     045-984-6216（直通）    045-984-2400 （代表）  

  平成２９年    みんなの健康講座       主催︓横浜新緑総合病院   ※参加費無料  

 ５Ｓ活動とは、組織全体で物を対象とした ①整理（いらないものを
捨てる） ②整頓（決められた物を決められた場所に置く） ③清掃
（汚れのないきれいな状態にすると同時に細部まで点検を行う） 
④清潔（整理・整頓・清掃を徹底し、きれいな状態を維持する） 
人を対象にした⑤しつけ（決められたルール、手順を正しく守る習慣を 
つける）を全員参加で活動することです。 

 医療では、業務効率ＵＰ、医療事故防止、感染管理、場所の 
有効活用、マネジメントの向上等に効果があるといわれています。 

 当院では平成２３年に５Ｓプロジェクトチームが発足し活動を開始 
しました。活動開始後の２年間は整理、整頓を徹底して行い、その後
は清掃、清潔を行ってきました。 

 現在の活動内容は、職員対象の５Ｓについての勉強会の開催、 
２か月に１回、５Ｓチェックシートを用いてラウンドを行い、各部署へ
フィードバックを行っています。年度末には各部署が１年間５Ｓに取り 
組んだ内容を文書にして、発表を行っています。 

 より良い医療を提供できるように、職員一同５Ｓ活動に取り組んで 
まいります。 

平成２９年５月２０日 （土） 講師 消化器センター 消化器科・外科医師 三浦 康誠  
   「おしりのトラブルでお悩みの方へ」 ～ おしりの病気も早めの対策が有効です ～ 

 チ ーム活動紹介｜５Ｓ活動推進チーム   

 3月18日白山地区センターで「ふれあい健康講座」が開催され、当院の上野岳暁 整形 
外科部長が「膝関節・股関節の痛み︕～痛みの原因と治療について～」というテーマで講演
を行いました。多くの地域住民が参加され、 「医師の話が直接聞くことができてよかった」「膝を
痛めたときだったので、大変参考になりました」という感想がアンケートに寄せられました。  
 4月・5月も下記日程で開催されますので、お近くにお住まいの方は、是非ご参加ください。 

会場︓横浜市白山地区センター 中小会議室（鴨居駅より徒歩7分）  参加費︓無料   定員︓50名（一般） 
お申込み︓先着順受付  白山地区センター 電話 045-935-0326 又は 直接 地区センター窓口にて  

4月8日（土）14︓00～15︓00  「脳卒中の発症から社会復帰まで」  
  講師 横浜新緑総合病院 副院長 脳神経外科 遠藤 純男  
5月20日（土）10︓00～11︓00 「骨粗鬆症～『いつのまにか骨折︕』を予防して健康な体を保つために」   
  講師 横浜新緑総合病院 整形外科医長 川村 耕平  

5S推進チーム  臨床工学科係長 網師野 公也  

 横浜市白山地区センター自主事業 ふれあい健康講座  

白山地区センター 
講座のご案内  
←ＱＲコード 


